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モ ー ハ ン ・ ラ ー ケ ー シ ュ の 児 童 文 学

田 中 敏 雄

イン ド・パーキスターン分離独立後, ヒンディー文学の世界に登場 したモーハ

ン・ラーケーシュ1)は, 50年 代から60年代にかけて, 新 しい短編小説運動のスポ

ークスマンとして発言し2), ヒンディー演劇運動に指導的役割 を果 した3)。その

ラーケーシュに4編 の童話があることはあまり知られていない。 ここでは, 4編

の完成作品について, 児童文学の立場4)か らではなく, ラーケーシュの人 と生涯

を解く手掛 りとして考えることとしたい。

ラーケーシュの童話に読者が初めて接 したのは, 逝去の翌年, 雑誌 『サー リカ

ー』が特集した 『モーハン ・ラーケーシュ追悼記念号』であった。「金色 の鶏 と

黒い猿と赤い実をつけるアムルー ドの木」5)とい う337語 よりなる短いもので, 原

作の要約か複数ある草稿の うち短いものが収録 されたのか, いずれかであろ う。

翌年, 二周忌に4編 を収めた童話集6)が刊行された。

「刺の生えた男」7)は平凡な公務員。ある日,右 の掌に刺が生える。数日後, 左

の掌にも。治療に手を尽くすが刺を除くことはできない。数日すると今度は額に

も。ある夜, 夢に2人 の男が現れる。容姿は同じなのに, 一方には刺が生えてい

て他方にはない。刺のない男は相手に, 刺が生える前にチクチクしただろ う, 原

因は分っているはずだ, といって姿を消す。 目が覚めると, 刺が生える数日前か

らチクチ クしていたことを思い出す。右手で賄賂を受け取ったのだ。上司が尋問

すると, 半額を左手で渡した。額のはどうしても思い出せない。数日後, ある大

物か ら食事に招かれる。同僚たちは羨む。迎いの車の運転手が主人の用件を伝え

る。秘密書類を持ち出すことである。門に入ろ うとすると, 右足にチクチク。入

らずに帰る。翌 日, 上司から叱責され, 謝罪に行 くようにいわれる6そ の時, 背

中にチクチク。言い訳しようとすると, 舌にチクチク。男は解雇される。家に帰

ると トランジスタラジオが目に入る。賄賂の金で買ったものだ 両手で窓の外に

叩きつける。叩きつけた瞬間, 両掌の刺は取れている。その夜, 夢に例の2人 の

男が現れる。刺が生えるのを抑えられたんだから額の刺の原因は分るはずだ, と

刺のない男が語っている。

「骨と肉のない男」8)とはロボッ のことである。人間の100倍 の能力を持つ。
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(150) モーハン・ラーケーシュの児童文牽(田 中)

そのロポットが ロボット製造器材を持って逃亡す る。世界的規模で大捜査が行わ

れるが, 行方不明のまま4年 が経過する。台風めため, ある島に避難した漁師が

そのロボヅトに合 う。ロボットは漁師を作業現場に案内する。ロボッ ト群が木を

伐 り, 炭を焼 き, 鉄鉱石を堀 り, 綿を打っている。それぞれのロボットは作業対

象の物質でできている。そのロボットは, 大量に製造して世界中に供給し, 旱魑,

飢饒, 寒波に直面する世界に代って新しい世界を創るのだ, と誇る。ただひたす

ら労働するだけのロボットの世界, 家庭や子供など必要としない世界。漁師は,

「あなたの世界は続かない, 子供たちのいない世界, 愛情のない世界は決 して続

かない」9), といって逃げだす。海岸に着いて振 り向くと, そのロボットはロボヅ

ト群に火を放 っている。

「金色の鶏 と黒い猿と赤い実をつけるアムルー ドの木」10)は友情で結ばれた三者

が協力して人間たちから自分たちを守る話である。鶏を守るために木は熟したア

ムルー ドを落とす。 捕鳥人が芳香に夢中になって食べだす と, 猿は硬い実を投げ

つけて気絶させる。捕鳥具や袋を奪い, 鶏を背にして猿は木に登る。猿を守るた

めに鶏は羽根を広げ土埃を立てて走 り回る。捕獲人は目を開けることも息をする

こともできない。木は猿を隠し, 熟しす ぎた実を落 とす。捕獲人が足を滑 らせる

と, 鶏は網を奪って木の上に。木を守るために猿は大奮闘して傍 に寄せ つけ な

い。鶏は実に階を入れて死んだふ りをする。人々は怯えて立ち去ってしま う。あ

る日, 大雨 と霊が降る。実はすっか り落ちてしまう。なにもしないで寒 さに震え

ている鶏 と猿に木は怒る。木は根を張っているから大丈夫, 鶏は飛べるか らよい, 

と猿ほ怒る。木 と猿は昔から仲間だから, と鶏は怒る。雨が止んでも, 互いに口

もきこうとはしない。 まず鶏が捕えられ, 続いて猿が捕獲され, とうとう木 も伐

り倒される。 これを見ていた リスが眩 く。「やつも竈の薪になってしま うのか。

えらそ うに, 親友ぶっていたのに」11)。

「カメレナンの夢」12)は不眠症に悩む変身願望のカメレナンの話である。仲間が

教えてくれた葉を食べると眠 くなる。いつも羨ましいと思っていた蛇に変身して

いる。マングースに襲われると, マング スにな りたいと思いマングースに, 元

気に跳ねていると茂みにはまり, 上に伸びている木の枝を見ると, それにな りた

い と思い木の枝に, カラスがきて囁で突つきだすと, カラスにな りたいと思 う。

カラスになって飛んでいると子供たちに石を投げられる。カメレオンにな りたい

と思 ったとき, 目が覚める。

4編 は友人宅で子供たちに語った ものである。親友であるラーダークリシュン
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モーハン・ラーケーシュの児童文学(田 中) (151)

出版社主オームプラカーシュ氏13)の要望で執筆したのであろ う。ラーケーシュは

「完成作品」と認めず, 原稿は渡さなかった ようである。それぞれの作品には複数

のタイプ草稿があ り,『サーリカー』の編集者が 「金色の鶏と黒い猿と赤 い実を

つけるアムルー ドの木」の複数のタイプ草稿から最も短いものを選択したのか, 

最 も新 しい草稿を要約 したのか, いずれかであろ う。ラーダークリシュン版との

違いは, リスの眩きがないことである。 この話で, 強調されているのは友情であ

る。「刺の生えた男」では平凡な日常と非妥協としてよい。たまたま賄賂が扱わ

れているが, 平凡な男でも譲れないものがある。額の刺はなにを意味するのであ

ろ うか。「骨 と肉のない男」では, 家庭と子供と愛情が,「 カメレオンの夢」では

目常性がそれぞれ強調されている。非妥協, 平凡な日常, 子供 と愛情のある家,

友情について, ラーケーシュの生涯から見ることとす る。

ラーケーシュは紀行 『最後の岩まで』でこう記している。「……と, あ る家 の

ベ ランダで子供たちが遊んでいる。そのす ぐ傍で, 女が揺鉢で米を砕いている。

若者が両足を投げだして坐わ り, 新聞を読んでいる。その家だけの午後のひとと

き。私は少年時代を過 ごした家を思い出した。あの家だけの朝, あの家だけの午

後, あの家だけの夕方。朝, 通学前の騒ぎ。午後, ステ ンドグラスの明か り取 り

が通す もの悲しい光。夕方, 訪れる客のない客間。あの朝, 午後, 夕方は私たち

の家の文化であった……」14)最後の岩, つまり, カンニャークマーリー岬まで西

海岸を旅行 したのは1952年12月 か ら翌2月 にかけてであった。 パンジャーブの

「人口稠密な町の狭い路地にある家で生れた」ラーケーシュは,「海への憧れ」を

語 り 「彷復への衡動」について述べているが, 引用文が語るように, この旅はた

んなる彷裡や観光旅行ではなく, 人々との触れ合いを求めるものであった ようで

あ る。行く先 々で無名の人々の日常の営みに接 し, 人々との出合いを大切にし共

感を寄せている。では, 生涯, ラーケーシュはなにを大切にし共感を寄せ, なに

を失ったのであろ うか。

ラーケーシュはアムリットサルで弁護士カルムチャン ド・ググラーニーの長男

マダンとして生れている。サ ンスクリット語の手解 きをしたのは父親だった し,

あの 「夕方, 訪れる客のない客間」は父親を訪れる友人たちで賑わ っていた15)。

少年マダンにとって父親の存在は重 く, 客間の賑わいは記憶に鮮明であったろう

と思われる。41年, 父, 逝去。マダン, 16才16)。母, 姉, マダン, 弟の一家はし

ぽらくして転居。 マダンは父親とあの家を失 う。苦学して地元のカレッジを終え,

ラーホールへ行 く。パ ンジャーブ大学ナリエンタル ・カレッジでサンスクリシト
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(152) モーハン・ラーケーシュの児童文学(田 中)

文学を専攻し, 修士課程修了後, 特別奨学生として, 2年 間, ブラーフマナ文献

研究に従事。当時のラーホールは北イン ドの文化学問の中心地。 マダンは演劇活

動に励み, 映画シナ リオ, 放送劇台本執筆と多忙な日々を過 ごす。英訳でヨーロ

ッパ諸文学の作品に接し, 仲間たちと熱っぽい議論を交わしたのもこのラーホー

ルであった。

47年8月15日, インド・パーキスターン分離独立。 この日をアムリットサルで

迎えているが, この分離独立でラーホールはパーキスターン領 となり, 生涯二度と

見ることはかなわなかった。「糸の切れた凧」のように職を求めてボ ンベイへ向か

う。失業の 日々を過 ごすマダンは, 恋人の病気, 続いて死亡通知を受け取る。活

動の場を失い, 故郷喪失者となった思いを恋人の死はさらに深いものにした17)。

やがて, ボンベイ大学エルフィンス トン・カレッジにヒンディー語講師として

就職 し, マダン・モーハン・ラーケーシュとして新 しい道を歩む ようになる。2

年後, 強度の弱視を理由に追放 されることとなる。学内政治の犠牲にされた よう

である。49年, ジャーランダルのダヤーナンド・アングロ・ヴェーディク・カレ

ッジにヒンディー語講師として就職するが, 半年後, ここでも辞表を出すはめに

陥ってしまう。カレッジの教育方針に従わなかったこと, 評議員選挙で教員組合

か らの立候補者を支持したことが理由とされているが, またまた学内政治の犠牲

である。組合は声明を出しただけで, 組織を挙げて支援 しようとはしない ラー

ケーシュにとって, 職を失 う以上に, 同僚, 組織への信頼感を失ったことのほ う

が大きかった ように思われる18)。

50年末, 結婚。1年 足 らずで別居。7年 後離婚。 期待し望んでいた, 愛情 と信

頼で支えられた結婚生活ではなかった ようである。その後, シムラーにあるミヅ

ション・スクールにヒンディー語教師として勤務す るが,『最後の岩 まで』の旅

はこの時期にあたっている。53年, パ ンジャーブ大学ヒンディー語学文学科主任

教授インドルナー ト・マダーンの推挙で, かつて追われた, カレッジのヒンデ ィ

ー語学文学科主任・教授に就任。在職4年 半。59年, デ リーに移住。60年, 友人の

妹 と結婚。63年 には離婚 してアニーターと共同生活を始める。72年8月, 母の逝

去。弟 との義絶。 こう列挙すると故郷喪失者ラーケーシュの生涯は, 家, 家族,

女性関係, 対人関係の喪失と回復への努力の繰 り返えしであったといえよう。

次に, ヒンディー文学の作家 として状況への関わ りを見ることとする。

分離独立は, インド進歩主義作家協会主導下の進歩主義文学運動に大きな打撃

を与えた。有力指導者はパーキスターンへ去 り, 民族自決論, 言語政策をめ ぐっ
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モーハン・ラーケーシュの児童文学(田 中) (153)

て, 多 くの人々がインド共産党を離れ, この協会は閉鎖的なものへと変わるよう

になった。政治の文学支配, 性急な政治主義に拮抗する形で, ペン ・クラブ主催

の全インド作家会議やインド文化自由会議が発言するようになった。状況の進展

と共に, 米, ソニ大陣営のインドに対する文化工作の一環に組み入れ られてしま

った。それぞれの文学運動や論争に冷戦が影を落していたのである19)。

独立後, ヒンディー文学の世界に登場した世代にとっては幻滅の時代。不信 と

憤 りと, はっきり名状しがたいもやもやに苛立つ時代。それでも, 旧世代の作家

たちを弾劾し, 拒絶と不信の中で, 共感とビューマニティーを求めて手探 りを始

めなければならない。 ラーケーシュは, 10代の後半から20年代の前半にかけて, 

分離独立前後の激動期を体験している。 この時期に, インド亜大陸で約1200万 に

のぼる人たちが国境を越え, アムリットサル,ラ ーホールを距てる国境線の両側

で行われた相互殺鐵の犠牲は, 50万 とも100万 以上ともいわれている20)。が, 生

き残った人たちの記憶は拭い去られるものではない。地獄を見てしまったのであ

る。それでも生き続けなければならない。社会変動はこれまでの文化, 価値体系

を衡き崩してしまっている2こ こで生き続けることは, 感受性の強い人にとっ

てもう一つの地獄に身を置 くことを意味する。ラーケーシュはここから手探 りを

始める。ことばや紙の上の戦士たち, 聖者たちとは同調できない22)。

58年, 戯曲 『アーシャール月のある日』23)刊行, 翌年, 国立音楽演劇アカデ ミ

ー賞。61年, 小説 『暗 く閉ざされた部屋』, 62年,『 サーリカー』編集長, 65年,

国立演劇学校顧問, 身辺は多忙 となる。70年, ソ連作家同盟の招待に続き, 翌年,

インド政府 より, ネルー フェローシップが与えられた。テーマは演劇を通して

「言語 と 「意味」を探 ること。ヨーロッパの10都 市に3ケ 月滞在。帰国してか

らも, 旅行, 講演, 執筆, 自作の映画化, テレビ出演など多忙で過度の疲労は蓄

積 されていった。72年12月3日, 心不全のため急逝。8月 に逝去した母を追 うか

のようである。72年, この年は分離独立か ら数えて25年 目にあたっていた。

 多忙な故郷喪失者にも安 らぎがあった。67年, 長女の誕生である。長女が3才

になった頃, オームプラカーシュ氏 要望があったものと思われる。平凡な日常

を大切にし, 子供 と愛情で支えられた家25)を守 り, 友情のために生き, かつ, 非

妥協を貫 くことは困難なことである。妥協 とは, ラーケーシュにとって, 額を相

手の足下に擦 りつけ屈服することを意味する。額に刺を生やさないように, 45年

から約20年 間に8回 以上も辞表を出したのである。

4編 の童話はラーケーシュとその生涯について多 くを語っているのである。
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(154) モー ハ ン ・ラー ケ ー シ ュの 児童 文 学(田 中)

1) Mohan Rake (1925-72), 本 名 は マ ダ ン ・グ グ ラー ニ ー(Madan Guglani)

作 品 に つ い て は, Paudita, Vimla Kumari, Upanydshar Mohan Rdkes (Antrdl

ke vises sandarbh meim) (Jaypur, 1978); 石 川 恵 子 『モ ーハ ン ・ラ ー ケ ー・シ ュ 人

と作 品』(1981年 度 東 外 大 提 出修 士 論 文); Sekhavat, Gordhansirph, fohan rakes

kileahdni yara (Jaypur, 1982) な どが あ る。

生 涯 につ い て は, Aine ke samne, Dilli, Aksar Praka6an, 1965, PP. 182-201;

Chirntiyoin ki panktiyam, Parives, Varanasi, Bhartiy Gyanpith, 1967, pp. 3-

22; Mohan Rakesh: A Self-portrait, Anthology Mohan Rakesh, ed. by Carlo

Cappola, Delhi, Radhakrishna, 1974, pp. 3-14; Gardis ke din, Sarika (Feb.,

1973), pp. 20-23; Anita Rakes, Chand satrem aur, Dilli, Radhakrsn Prakasan,

1974; Kamlesvar, Mera hamdam. mera dost, Dilli, Nesnal Pablising Haus,

1975, pp. 3-20; Kaliya, Ravindr, Kamred Monaliza, Ilahabad, Lokbharti Praka-

san, 1979な どが あ る。

また, 大 巾 に 削 除, 編 集 の 上 で 日記 も刊 行 され て い る。mohan rakes ki dayri

Dilli, Rajpal, 1985.

2) 諸 雑 誌 で の コ ラ ム執 筆, 座 談 会, イ ン タ ー ビ ュ ーで の 主 な 発 言 は 以 下 の もの に 収 録

され て い る。Parives, vananasi, Bhartiy Gyanplth, 1967; Bakalam khud. dilli

Rajpal, 1974; Interview with Mohan Rakesh, Anthology Mohan Rakesh, ed,

by Carlo Cappola, Delhi, Radhakrishna, 1974, pp. 14-40; Mohan Rakes: sahi-

tyik our sanskrtik drsti, Dilli, Radhakrsn. Prakasan, 1975.

3) 劇 作家 として, また, 演劇 界で果 した役 割, 評価 につ いては, Kathuriya, Sunda-

rlal ed., Natakkar Mohan Rakes (Nai Dilli, 1974); Govin Chatak, Adhunik
natak ka masiha Mohan Rakes (Dill, 1975); Sarma, Jagdis, Mohan Rakes. ki

rang srcti (Dilll, 1975); Rastogi, Girls, Mohan Rakes our unke natak (Ilahabad,
1976); Bansal, Puspa, Mohan Rakes ka naty sahity Sarma, Tilakraj Apne na-

tkoth ke dayre meth natakkar Mohan Rakes (Nal Dilli, 1976); Sarma, Anupma,

Mohan rakes ke natkom mem mithak aur yatharth (Nai Dilli, 1980) な どがあ る。

4)「 この時期, モーハ ン ・ラー ケー シュ …など の大家 に よる児童文学 作品が 刊 行 さ

れたが, 作品 の重要性 は大家 に よって書かれ た とい うこ とだ けに と ど まった」(Dev-

sare, Harikrsn, Hindi bal sahity: rachna our samiksa Nai Dilli, Sakun Pra-
kasan, 1979, p.49).

5) Sunahra murga, kala bandar our lal amrud ka per Mohan Rakes smrti ank
Sarika (Mar,1973), p.41

6) Bina har maths ke admt: Bal pathkoth ke lie vises rap se likhl gal char

kahamiyam, dilli Radhakrsn Prakasan, 1974 (以 下BHAと 略 す)。

7) Kantedar admi, BHA: 7-18.
8) Bina har maths ke admi, BHA: 19-26.

9) BHA: 25.
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10) Sunahra murga, kala bandar our lal amrud ka per, BHA: 27-33.
11) BHA: 33.

12) Girgit ka sapna, BHA: 34-39.
13) Omprakas (1915-1979) ラー ジ カ マル 出 版 社 専 務, 後 に, ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ン

出 版 社 を 設 立。 ラ ー ケ ー シ ュを 始 め とす る多 くの作 家 た ちを 育 てた。

14) Akhirz chattan tak, Agra, Pragati Prakasan, 1953; Dilli, Rajkamal Prakasan,
1961; Varanas, Bhartiy Gyanpith, 1968, pp. 103-4.

15) Interview with Mohan Rakesh, Anthology Mohan Rakesh, ed. by Carlo
Cappola, Radha Krishna, 1974, P. 15 (以 下AMRと 略 す)。

16) Chirntiyom ki panktiyam, Parives, Varanasi Bhartiy Gyanpith, 1967, pp. 3-A

(以下PAYと 略す)。

17)「22の 年 で青年 は老人 になって しま った」(PAY:22).

18) Gardis ke din Sarika (Feb., 1973), pp. 22-23.

19) この時期 の文学動 向につい ては, 田中敏雄 「ヒンデ ィー文学史 におけ る文学 団 体

『パ リマル』」『印仏研』第22巻 第2号, 1974.

20) 田中敏雄 「イ ン ド・パーキス ター ン分離独立期 の ヒンデ ィー文学-ゼ シ ュム・

サーハニーの小説 『暗黒』 を中心 として」 『印仏研』第2巻 第2号 1978;「 イ ン ド・

パーキス ター ン分離 独立期 の ヒンデ ィ 学 ラー ヒー ・マースー ム ヲザーの場

合-」 『印仏研』第27巻 第2号, 1979; 謝 秀麗編訳 クリシ ャンヂ ャンデル,『ペ

シャー ワル急行』, 東京 め こん1986.

21)「 分離 独立 の前 日……放 火, 流血, 号 泣 こ うした背景で人 々は人 の生 とい うも

のを初 めて見た のであった。 目に映 る もの といえば, 焦げ, 燃 え さか り, 煙ってい る

事実。 こ とばの上で こそ知 っていたが, この 目で見 るこ とは これ まで になか った …

分離独立 の被害を被 らなか った もめ, 屍体 の山や全裸 の女たちの行 列を見 なかった も

の, 自分の家 に自分 の手で どの ように火 を放ち, 自分 の子 供たちを 自分の手で どの よ

うに殺すか とい う問題 に直面 しなか った ものです ら, この状 況の変 動に無関係ではあ

りえな くなった……日 常 の営 みは変 り, 価値体系は変 り, 人 間関係は変 った」(ma-

rtem tutne par, Bakalam khud, Dilli, Rajpal, 1974, p. 93.

22)「 頑迷な進 歩主 義派か ら反動 といわれ芸術至上主 義派か らは隠れ コムニス トと批評

され てい る」(AMR: 17), と語 り 「私が思 うには, この国は アメ リカのイデオ ロジ

ス トたち とソ連のイデオ ロジス トたちの間のチ ェスの盤 であ るよ うだ」(MR: 25),

と感想を洩 らしてい る。

23) Asarh k-a ek din, Dilli, Rajpal, 1958.

24) Arhdhere band kamre, Dilli, Rajkamal Prakasan, 1961.

25) Anita Rakes, Chand satrerh aur, Dilli, Radhakrsn Prakasan, 1975, p. 75.

〈キ ー ワー ド〉 ヒ ンデ ィー 文学, モ ー ハ ン ・ラー ケー シ ュ, 児 童 文 学

(東 京 外 国語 大 学 教 授)
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